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今日
き ょ う

は 休
やす

みます
 

職員
しょく いん

 ： はい、 国
こ く

際
さい

交
こ う

流
りゅう

プ
ぷ

ラ
ら

ザ
ざ

です。 

グエン
ぐ え ん

 ： もしもし、 ベトナム
べ と な む

の グエン
ぐ え ん

ですが、 瀬
せ

川
がわ

さんを 

 お願
ねが

いします。 

職員
しょく いん

 ： はい、 少々
しょうしょう

 お待
ま

ち ください。 

瀬川
せ  がわ

 ： もしもし、 瀬
せ

川
がわ

です。 

グエン
ぐ え ん

 ： ベトナム
べ と な む

の グエン
ぐ え ん

です。 

瀬川
せ  がわ

 ： ああ、 グエン
ぐ え ん

さん、 こんにちは。 どうしましたか。 

グエン
ぐ え ん

 ： あのう、 今日
き ょ う

は ちょっと 用
よ う

事
じ

があります。 

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

を 休
やす

みます。 

瀬川
せ  がわ

 ： そうですか。 わかりました。  

グエン
ぐ え ん

 ： すみません。 よろしく お願
ねが

いします。 

瀬川
せ  がわ

 ： じゃ、 また 来
らい

週
しゅう

 来
き

て ください。 待
ま

って います。 

グエン
ぐ え ん

 ： はい。 じゃ、 失
しつ

礼
れい

します。 

 

 

ベトナム
べ と な む

の グエン
ぐ え ん

ですが… 

 ああ、 グエン
ぐ え ん

さん、 

こんにちは。 
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京
きょう

都
と

まで いくらですか
 

ニサ
に さ

   ： ちょっと、すみません。 京
きょう

都
と

まで いくらですか。 

日本人
に  ほん  じん

 ： えーと、 5 6 0
ごひゃくろくじゅう 

円
えん

です。 

ニサ
に さ

 ： どうも ありがとう ございます。 

 

ニサ
に さ

 ： すみません。京
きょう

都
と

は 何
なん

番
ばん

線
せん

ですか。 

駅員
えき いん

    ： ７
なな 

番線
ばん せん

と ８
はち 

番線
ばん せん

です。 

ニサ
に さ

 ： どうも。 

 

ニサ
に さ

   ： これは 京
きょう

都
と

に 行
い

きますか。 

駅員
えき いん

   ： いいえ、行
い

きません。 

京
きょう

都
と

は 次
つぎ

の 新
しん 

快速
かい  そく

に ご乗車
じょう しゃ

ください。 ８
はち 

番線
ばん せん

です。 

ニサ
に さ

   ： わかりました。 ありがとう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jr-odekake.net/eki/pdf/ubn.pdf 

 J R
じぇい あーる

線
 せん

 京阪神
けい はん しん

エリア
え り あ

路線図
 ろ せん ず
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これを ください

 

（デパート
で ぱ ー と

案内
 あん ない 

カウンター
か う ん た ー

） 

マリア
ま り あ

 ： あのう、 すみません。 靴
く つ

は 何階
なん がい

ですか。 

案
あん

内
ない

係
がかり

 ： 婦人
ふ  じ ん

靴
 ぐつ

（紳士
し ん  し

靴
 ぐつ

）は ２
に

階
 かい

で ございます。 

マリア
ま り あ

 ： どうも。 

 
（靴
く つ

売
う

り場
ば

） 

店員
てん いん

 ： 何
なに

か お探
さが

しですか。 

マリア
ま り あ

 ： ……… 

店員
てん いん

 ： どんな 靴
くつ

を お探
さが

しですか。 

マリア
ま り あ

 ： ちょっと 見
み

て いる だけです。 

 
マリア
ま り あ

 ： ちょっと すみません。 

店員
てん いん

 ： はい。 

マリア
ま り あ

 ： （靴
く つ

を 指
さ

して） これ、２ ５
にじゅうご

センチ
せ ん ち

、 ありますか。 

店員
てん いん

 ： お調
し ら

べしますので、 少々
しょうしょう

 お待
ま

ち ください。 

 
店員
てん いん

 ： お待
ま

たせしました。 こちら、 ２ ５
にじゅうご

センチ
せ ん ち

です。 

マリア
ま り あ

 ： ちょっと はいても いいですか。 

店員
てん いん

 ： どうぞ。 

 
店員
てん いん

 ： いかがですか。 

マリア
ま り あ

 ： いいですね。 これを ください。 

店員
てん いん

 ： ありがとう ございます。 
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ここに 行
い

きたいんですが
 

ポン
ぽ ん

   ： あのう、すみません。 

通行人
つう こう にん

 ： はい。 

ポン
ぽ ん

   ： （レストラン
れ す と ら ん

の チラシ
ち ら し

を 見
み

せて） 

ここに 行
い

きたいんですが・・・。 

通行人
つう こう にん

 ： えっと…税
ぜい

務
む

署
し ょ

の 近
ちか

くですね。 

ポン
ぽ ん

   ： 税
ぜい

務
む

署
し ょ

？ 

通行人
つう こう にん

 ： あそこに ビル
び る

が ありますね。 

ポン
ぽ ん

   ： はい。 

通行人
つう こう にん

 ： あれが 税
ぜい

務
む

署
し ょ

です。 

あの ビル
び る

の うしろに コンビニ
こ ん び に

が あります。 

ポン
ぽ ん

   ： コンビニ
こ ん び に

ですね。 

通行人
つう こう にん

 ： はい。そこを 右
みぎ

に 行
い

って ください。 

ポン
ぽ ん

   ： 右
みぎ

ですね。 

通行人
つう こう にん

 ： はい。左
ひだり

に ありますよ。 

ポン
ぽ ん

   ： 左
ひだり

ですね。 

どうも ありがとう ございました。 

通行人
つう こう にん

 ： いいえ。 

 

税
ぜい

務
 む 

署
し ょ

 
コンビニ
こ ん び に

 

ここ 
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かばんを 忘
わす

れたんですが

（電車
でん  しゃ

を 降
お

りて 忘
わす

れ物
もの

に 気
き

づき、駅員
えき いん

に 言
い

う） 

チョウ
ち ょ う

  ： あのう、すみません。 

駅員
えき いん

 ： はい。 

チョウ
ち ょ う

  ： 今の 電車
でん  しゃ

に かばんを 忘
わす

れたんですが・・・・・。 

駅員
えき いん

   ： 難
なん

波
ば

行
い

きの 急行
きゅう こう

ですか。 

チョウ
ち ょ う

  ： はい。 

駅員
えき いん

  ： 何
なん

両
りょう

目
め

ですか。 

チョウ
ち ょ う

  ： 一番前
いち ばん まえ

です。網棚
あみ だな

の 上
う え

です。 

駅員
えき いん

  ： どんな かばんですか。 

チョウ
ち ょ う

  ： 茶色
ちゃ いろ

の かばんです。 

       こんな かばんです。（絵
え

を 描
か

く） 

駅員
えき いん

  ： お調
し ら

べしますので 、少々
しょうしょう

 お待
ま

ち ください。 

チョウ
ち ょ う

  ： はい。 

 
駅員
えき いん

  ： ありましたよ。難波駅
なん  ば  えき

で お預
あず

かりして いますが、 

今
いま

から 行
い

きますか。 

チョウ
ち ょ う

  ： はい。 

駅員
えき いん

  ： じゃ、難波駅
なん  ば  えき

の 駅長室
えき ちょう しつ

に 行
い

って ください。 

チョウ
ち ょ う

  ： わかりました。 

どうも ありがとう ございました。      
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どうしましたか

クマール
く ま ー る

： すみません。 お願
ねが

いします。 （保険証
 ほ けん しょう

を 出
だ

す） 

受付
うけ つけ

 ： はい、 こちらは 初
は じ

めてですか。 

クマール
く ま ー る

 ： はい。 

受付
うけ つけ

 ： では、 これに 記入
 き にゅう

して ください。（問診票
もん しん ひょう

を 渡
わた

す） 

クマール
く ま ー る

： きにゅう？ 何
なん

ですか。 

受付
うけ つけ

  ： 書
か

いて ください。 

クマール
く ま ー る

： すみません。わかりません。 

受付
う け つ け

 ： では、 私
わたし

が 聞
き

きますので。 

 今日
き ょ う

は どうなさいましたか。 

クマール
く ま ー る

： 頭
あたま

が 痛
いた

いです。 

受付
うけ つけ

 ： では、 こちらで お待
ま

ち ください。 お名前
 な まえ

を 呼
よ

びますので。 

 

受付
うけ つけ

 ： クマール
く ま ー る

さん、 クマール
く ま ー る

さん、 中
なか

へ どうぞ。 

クマール
く ま ー る

： はい。 

 
医者
 い  しゃ

 ： どうしましたか。 

クマール
く ま ー る

： きのうから 頭
あたま

が 痛
いた

いです。 

医者
 い  しゃ

 ： 熱
ねつ

は ありますか。 

クマール
く ま ー る

： はい、 少
す こ

し…。 のども 痛
いた

いです。 

医者
 い  しゃ

 ： じゃ、 ちょっと みましょう。 

 あ、 赤
あか

くなって いますね。 

           

医者
い し ゃ

 ： じゃ、 薬
くすり

を 出
だ

しますから、  

それを 飲
の

んで ゆっくり 休
やす

んで ください。 

クマール
く ま ー る

： はい。 ありがとう ございました。 

医者
 い  しゃ

 ： お大事
だい じ

に。 

http://www.kifjp.org/medical/ 多言語
た  げ ん  ご  

医療
い りょう 

問診票
もん しん ひょう

 

びますので。


